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取 扱 説 明 詩 Her014599 
三 
三 ] で R| R210-145859 


この 度 は 、 お 買い 上 げ い た だ き 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 

この 取扱 説明 書 で は 、 本 製品 の 使用 方 法 や 安全 に 

お 取扱 いい た だ く た め の 注意 事項 を 記載 し て いま す 。 

ご 使用 の 前 に よく ご 覧 くだ さい 。 

読み 終わ っ た あと も この 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 

デザ イン 及び 仕様 に つい て は 改良 の た め 予 告 な し に 変更 する こと が あり ます 。 
本 書 に 記載 の 社名 及び 製品 名 は 加 社 の 商標 又は 登録 商標 で す 。 


最初 に ご 確認 くだ さい 


お 使い に な る 前 に 、 セ ッ ト 内 容 が すべ て 揃っ て いる か ご 確認 くだ さい 。 
万 一 、 足 りな いも の が あり まし た ら 、 お 買い 求め の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 


セッ ト 内 容 


ベツ 


① リ モコ ン 型 ⑧⑯ レ シー バー 
キー ボー ド & マ ウス X] 台 X1 台 


と ④ 取 扱 説明 書 ・ 保 証書 (本 書 ) 


⑧ 単 四 乾 電池 X ら 本 X] 部 


※ 欠 品 や 破損 が あっ た 場合 は 、 品 番 (400-MA134BK) と 上 記 の 番号 (①ー④) と 
名 称 ( レ シー バー な ど ) を お 知ら せく だ さい 。 


音 部 の 名 称 と は た らき 


= 


電源 ボタ ン 

LED 

放送 切換 ボタ ン 

入力 切換 ボタ ン 
チャ ン ネ ル ボ タン 
クリ ッ ク ボ タン 

マウ ス 操 作 ボ タン 
決定 ボタ ン ( ク リッ クボ タン ) 
A^A マ < ボタン 

IO| 連動 デー タ ボ タン (d ボ タン ) 
| 戻る ボタ ン 

BT 天明 | 臣 17 回 ホー ム / メ ニュ ー ポ タン 

( [施用 T 放 味 TH8 I3| 番組 表 ボ タン 

面 表示 ボタ ン 

量 ボ タン (+/ 一 ) 

声 切換 ボタ ン 

17| 選 局 ボタ ン 

I8| カラ ー ボ タン ( 青 ・ 赤 - 緑 : 黄 色 ) 
I9| 電池 カバ ー 


(0| IOO| | |O| 1 RI IOI ID 
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し 。 ルレ 


裏面 キー ボー ド 側 に つい て は 、「 キ ー ボ ー ド を 使う ] を ご 覧 くだ さい 。 


sepo はじめ に 準備 を する 


1 電池 カバ ー の くぼみ を 親指 で 押し 、 電 池 カ バー を スラ イド させ て 取外し ます 。 
くぼみ 


(| 画 ) 


の プラ ス (+) と マイ ナス (一 ) の 向き に 注意 し て 単 四 乾 電池 ら 本 を 挿入 し て くだ さい 。 
電池 を 入れ る と LED が 3 回 赤色 点滅 し ます 。 


0 宣 池 は 正しい 向き で 入れ て くだ さい 。 


レシ ー バ ー を 取付 ける 


1 ソコ ン (ステ ィ ッ ク 型 パソ コン 含む ) を 起動 する 。 
※O0S が 完全 に 起動 し た ら 、2 へ お 進み くだ さい 。 


の レシ ー バ ー を パソ コン の USB ポ ー ト に つない で くだ さい 。 


| ステ ィ ッ ク 型 パソ コン の 場合 


USB ポ ー ト 
USB コ ネ ク タ 
(A タ イプ ) ンプ ミ 


3 め 


USB レ シー バー 


| ノー ドルパ ソコ ン の 場合 ノー 


USB ポ ー ト 
USB コ ネ ク タ 
(A タ イプ ) 


3 ジ 


USB レ シー バー 


初回 接続 時 は 、 自 動 的 に ドラ イ バ ー の イン スト ー ル を 行い ます 。 
9 し ば らく お 待ち くだ さい 。 
08 標 準 の ドラ イ バ ー を 使用 し ます 。 


Step2 使 う 


マウ ス を 使う 


1 マウ ス 操 作 ボ タン を 押し て 、 マ ウス 操作 を ON に し て くだ さい 。 
画面 に 向かっ て マウ ス 操作 が で きる よう に な り ま す 。 
も う 1 度 押す と 、 マ ウス 操作 OFF に な り ま す 。 
※ 初 め て ご 使用 に な る 際 も 、 パ ソコ ン に レシ ー バ ー を 挿す 
だ け で リモ コン を 認識 し て 使用 で きま す 。 


の マウ ス ボ タ ン の 操作 を し ます 。 


左 ク リッ ク す る を 押す 


右 ク リッ ク す る い を 押す 


本 製品 を し っ か り と 保持 し 、 手 首 を 傾け る こと で 
マウ スカ ー ソ ル を 操作 する こと が で きま す 。 


マウ スカ ー ン ソル 速度 の 切替 え 方 法 


本 製品 は 、 以 下 の 操 作 に よっ て 、 マ ウス カー ソル 速度 を 800・1000・1200・1600 の 


4 段階 に 切替 える こと が で きま す 。 


1 2 3 ) 
4 | 5 | 6 
7 | 8 | 9 


動作 操作 方法 LED 表 示 

カー ソル 宮 度 | 決定 ボタ ン と 画面 ボタ ン を 本 
が 上 が る | 約 9 秒 長押 し ak 
カー ソル 作 度 | 決定 ポタ ン と ホー ム / メ ニュ ー | 」 Dam 


が 下 が る | ボタ ン を 約 3 秒 長押 し 


ホー ム / メ ニュ ー ボ タン | Es 


(① 〇 プー へ (⑲) マウス 人 


ボタン 


ED) 


決定 ボタ ン 


※ マ ウス の カー ソル 速度 が 高けれ ば カー ソル は 細か い 動き を を し ます が 、 そ の 分 カー ソル 
の 移動 速度 は 速く 感じ ます 。 ご 利用 の 環境 に あわ せ て 使い 分 け て くだ さい 。 


キー ボー ド を 使う 


本 製品 は 、 英 語 キ ー ボ ー ド で す 。 ロ ー マ 字 入力 に 対応 し て いま す 。 
※ 日 本 語 キ ー ボ ー ド と は キー 配列 が 異な り ま す 。 ご 注意 くだ さい 。 


画面 表示 ボタ ン | 


※ 全 て の キー が 入力 で きる わけ で は あり ませ ん 。「_ (アン ダー バー)」 は 入力 で きま せん 。 


] ロー マ 字 入力 する と 、 テ キス ト を 打てる よう に な り ま す 。 


※ 初 め て ご 使用 に な る 際 も 、 パ ソコ ン に レシ ー バ ー を 挿す だ け で リモ コン を 認識 し て 使用 で きま す 。 


の ボタ ン 上 の 位置 に より 、 入 力 方 法 が 異な り ます 。 


] 
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回 内 回 回 回 | 癌 | 回国 | 回 | 諾 


に 
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| Shift | cnrl lll| Al || wwW. | 2 


る | マ 


| 代表 的 な キー の 入力 方 法 レア 4 日 本 語 配 列 の 機器 に 接続 し た 場合 は 、 キ ー の 入力 方 法 が 通常 の キー ボー ド と 異な り ます 。 


⑯ リ セッ ト 方 法 
本 製品 を 使 有 中 に 、 マ ウス が 正しく 動か な く な っ た り 、 


正確 に 位置 を 特定 で き な い 場 合 は 、 次 の よう な 方 法 で 
リモ コン を リセ ッ ト す る こと が で きま す 。 


1 れれ の 上 の 平ら な 場所 に 、 本 製品 を 置き ます 。 


2 左 . 石 ボタ ン を LED が 点灯 する まで 同時 に 押し ます 。 
LED が 点灯 し た ら 、 左 - 右 ボタ ン を 離し ます 。 ら 、3 秒 で 
LED の 点灯 が 消え る と 、 リ セッ ト 完了 で す 。 


LED 


〇 
2 
5 
8 


し Oo | 11 


eX ゆ 


づ ③ マウ スカ ー ソ ル が 正常 に 動作 する か 確認 し ます 。 


右上 の 文字 を 入力 する 


Fn キー を 押し な が ら 、 ボ タン を 押す 。 


m+ [an 


押し た ボタ ン の 右上 の 文字 を 入力 
上 の 例 の 場合 、「1」 が 入力 され る 。 
※ 対 応 し て いる の は 、 数 字 の み で す 。 


十 この 場合 、「@」 が 入力 され る 。 キキ この 場合 、「/」 が 入力 され る 。 


Step2 使 コ 


テレ ビ の リモ コン と し て 使う 


右 の 図 を 参照 の 上 、 メ ー カ ー コ ー ド を 設定 し て くだ さい 。 


1 設定 を 行う テレ ビ の メー カー と メー カー コー ド を 確認 し ます 。 


東芝 の 例 1 
メー カー メー カー コー ド 
ソニ ー 1119、1180、1121、1128 
パナ ソニ ッ ク 1115、1116、1117、1118 
一 | 東 受 [1og、11og、111o、1111、11 


の 重 源 ポタ ン を 押し た まま 、 メ ー カ ー コ ー ド に 対応 する チャ ン ネ ル ボ タン を 
順に 押し ます 。 


東芝 の メー カー コー ド 「1 1 08」 の 例 
電源 ボタ ン を 押し な が ら 、 数 字 ボ タン を 押す 。 


+(1 LTO 8J 


3 電源 ボタ ン か ら 指 を 離し て 、 設 定 完了 で す 。 
テレ ビ に 向かっ て 電源 ボタ ン を 数 回 押し て 動作 を 確認 し て くだ さい 。 


Cs ( 〇 ) 用事) 
[ 1 3 | 
| 4 se | 


@ 一 部 の 機種 に よっ て は 、 操 作 が で き な い も の 、 あ る い は 一 部 の ボタ ン が 
使え な い 場 合 が あり ます 。 
@ 記 載 の 会 社名 、 商 品名 な ど は その 会 社 の 登録 商標 また は 商標 で す 。 


⑯ り リビン グ や プレ ゼン テー ショ ン に 最適 で す 。 

@ ジ ャ イロ セン サー を 搭載 し 、 手 首 の 自然 な 動き で マウ スカ ー ソ ル を 操作 で きる プレ 
ゼン テー ショ ンマ ウス で す 。 

人 @ 遠 隔 操作 で きる リモ コン 型 キ ー ボ ー ド & マ ウス で す 。 

@ 表 は リモ コン 型 マウ ス 、 裏 は コン パク トキ ー ボ ー ド を 搭載 し 、 本 製品 1 台 で あら ゆる 
パソ コン 操作 が 可能 で す 。 

人 @ ス ティ ッ ク 型 パソ コン の 操作 に も お すす めで す 。 


ーー コード 
メー カー メー カー コー ド 
ソニ ー 119、1120、1121、1128 
パナ ソニ ッ ク 115、1116、1117、1118 
東芝 108、1109、1110、1111、1118、1113、1114 
日 立 183、1125、1 126、1127、1128、1168 
三菱 189、1130、1131、1138 
ビク ター 141、1148 
シャ ー プ 101、1108、1103、1104、1105、1106、1107 
サン ヨー 133、1134、1 135、1136 
パイ オニ ア 137、1138、1 138、1140 
フナ イ 143 
エプソン 148 
EIZ0( ナ ナオ ) 150、1151 
LG 電 子 144、1145 
コー ラッツ 164、1165 
MrMAX 156、1157 
オリ オン 146、1147 
byd.sign 149 
アズ マ 158、1153、1154 
Dynex lsis 
TMY 158、1159、1160 
neXXion 161 
CANDELA 162 ら 
Hisense 163 


※ 全 て の 対応 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 


4 2 タ ー ラ リョー 


USB HID 仕 様 Ver.1.1 準 拠 
※USB3.2/3.1/3.0/8.0 イ ンタ ー フ ェ ー ス で も ご 使用 に な れ ます 。 


還 少 作 2 導 肖 央 


USB (A コ ネ ク タ ) 


イヤ レノ 多 誤 


ら .4GHz HF 電 波 方 式 


通 信 範 囲 


最大 半径 約 10m( 障 害 物 が な い 見 通し の 良い 場所 ) 
※ 電 波 の 通信 範囲 は 使用 環境 に よっ て 異な り ます 。 


分 解 能 


800・1000・1200・1600 カ ウン ト / イ ンチ 


サイ ズ ・ 重 量 


本 体 /W45xD162xH18mmr 約 80g( 電 池 含 お ) 
レシ ー バ ー/W14.5xD18.5xH6mmr 約 2g 


連続 動作 時 間 


864 時 間 ( ア ルカ リ 乾 電池 使用 時 ) 
※ 自 然 放 時 な ど を 考慮 し な い 弊社 計算 値 で あり 、 保 証 値 で は あり ませ ん 。 
※ 使 用 期間 に より 徐々 に 性 能 が 低下 し ます 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


2 9 き 


Windows 10、Android 1 1・10 


安全 に お 使い いた だ く た め の ご 注意 (必ず お 守り くだ さい ) 


ノ /^N 警告 人 が 死亡 また は 重傷 を 負う こと が 想定 され る 危害 の 内 容 


@ 本 製品 を 使用 する 際 は 必ず パソ コン メー カー が 提示 する 警告 、 注 意 事項 に 従っ て 
くだ さい 

人 @ 本 製品 が 発熱 し て いる 、 煙 が 出 て いる 、 異 臭 や 異 音 が する 時 な ど 異 変 を 感じ た 場 
合 は 、 た だ ち に 使用 を 中 止 し て くだ さい 。 感 電 や 火災 の 原因 に な り ま す 。 

人 @ 本 製品 は 通信 用 電波 と し て ら .4GHzZ 周 波数 帯 の 電波 を 使用 し て いま す 。 同 周波 
数 帯 を 使う 機器 の 近く で は 使用 し な いで くだ さい 。 同 じ 周 波数 を 利用 する 機器 
の 近く で 使用 し た 場合 、 誤 作動 する 場合 が ご ざい ます 。 
電車 内 、 航 空 機内 や 病院 な ど 、 無 線 機器 の 使用 が 禁止 され て いる 場所 で は 絶対 
癌 NE 本 製品 は 電子 機器 や 医療 機器 (ペー ス メ ー カ ー 等 ) 等 

に 影響 を 及ぼ す 恐 れ が あり ます 。 

人 本 製品 の 使用 前 に 、 コ ネ ク タ を 取付 ける 位置 、 取 付け ・ MR 
め ご 確認 くだ さい 。 接 続 位置 を 間違え る と 、 シ ョ ー ト し て 火災 や 感電 の 原因 と な 
り ま す 。 

@ お 子 様 の 手 が 届 く と ころ に は 配置 保管 し な いで くだ さい 。 

(対象 年 齢 18 歳 以上 ) 

人 @ 濡 れ た 手 で 触る 、 本 体 を 濡らす 可能 性 が ある 場所 で の 使用 は お や めく だ さい 。 
感電 や 火災 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 

人 @ 本 製品 を 分 解 、 改 造 修 理 し な いで くだ さい 。 感 電 や 火災 、 動 作 不良 の 原因 に な り 
ます 。 お 客 様 に お いて 分 解 や 改造 を 行わ れ た 場合 は 、 保 証 期 間 で あっ て も 有償 
修理 に な る 場合 や 、 修 理 を お 断り する こと が あり ます 。 


ノ /^ 注意 | 人 が けが を 負う 可能 性 、 ま た は 物 的 損害 の 発生 が 想定 され る 内 容 


人 @ 本 製品 が 破損 し た 場合 は ご 使用 を 中 止 し こく だ さい 。 ケ ガ の 原因 と な り ま す 。 

人 @ 使 用 済み の 消耗 品 は 打 例 等 に 基づき 、 各 々 適正 に 廃棄 処分 し て くだ さい 

@⑯USB ハ ブ な ど を 経由 し て 本 製品 を 接続 する 場合 、 ご 使用 の 環境 に よっ て は 正常 
に 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 は パソ コン 本 体 の USB ポ ー ト に 直接 接 
続 し て ご 使用 くだ さい 。 

人 @ 本 製品 が 汚れ た 場合 は 、 乾 いた 柔らか い 布 で 汚れ を 拭き 取っ て くだ さい 。 濡 れ た 
布 な ど で 拭 く と 故障 の 原因 に な り ま す 。 ま た 、 ア ルコ ー ル 、 シ ン ナ ー、 ベ ンジ ン 、 洗 
剤 な ど で 拭 く と 変形 や 変色 する こと が あり ます の で 使用 し な いで くだ さい 。 

信 以 下 の よ うな 場所 や 環境 で は 使用 、 保 管 し た いで くだ さい 。 故障 や 動作 不良 の 原因 
と な り ま す 。 
① パ ソン コン メー カー が 推奨 する 使用 環境 と は 異な る 環境 。 
⑧ 振 動 や 衝撃 が 加わ る 場所 や 落下 し や すい 場所 。 
③ 風 呂 場 な ど 水 気 の 多 い 場 所 。 湿 気 や ホコ リ の 多い 場所 。 
④ 直 射 日 光 の あたる 場所 や 自動 車 の ダッ シュ ボー ド な ど 高 温 に な る 場所 。 

スト ー ブ や ヒー ター な ど 熱 源 付近 。 
⑤ 強 い 磁力 や 電磁 波 が 発生 する 場所 。 静 電気 の 発生 し や すい 場所 。 
⑯⑤ 腐 食性 ガス が 発生 する 場所 。 

人 @ 本 製品 は 医療 機器 、 原 子 力 設備 や 機器 、 航 空 宇宙 機器 、 輸 送 設 備 や 機器 な どの 
人 命 に 関わ る 設備 や 機器 、 お よび 高度 な 信頼 性 を 必要 と する 設備 や 機器 や シス 
テム な ど へ の 組み 込み や 使用 は 意図 され て お り ま せん 。 こ れ ら の 用 途 に 本 製品 
を 使用 され 、 人 身 事 故 、 社 会 的 障害 な ど が 生じ て も 弊社 は いか な る 責任 も 負い 
か ね ます 。 


本 製品 を 使用 する 際 の 注意 


本 製品 は ら .4GHzZ 周 波数 帯域 を 使用 し て いま す 。 
ら .4GHz は Bluetooth や 無線 LAN 機 器 と 同じ 周波 数 帯域 で あり 、 同 じ 周 波数 帯域 
を 使用 する 他 の 機器 に 影響 ほ 与 える る こと が あり ます 。 


この 機器 の 使用 周波 数 帯域 は .4GHz 帯 で す 。 こ の 周波 数 で は 電子 レン ジ 等 の 
産業 科学 * 医 療 機器 の ほか 、 他 の 同種 無線 局 、 工 場 の 製造 ライ ン 等 で 使用 され 
て いる 免許 を 要する 移動 体 識別 用 の 構内 無線 局 、 免 許 を 要 し な い 特定 小 電力 
無線 局 、 ア マチ ュ ア 無線 局 等 (以下 「 他 の 無線 局 ] と 略す ) が 運用 され て いま す 。 


ーー 


. こ の 機器 を 使用 する 前 に 、 近 く で 「 他 の 無線 局 ] が 運用 され て いな いこ と を 確 
認 し て くだ さい 。 

ら . 万 一 、 こ の 機器 と 「 他 の 無線 局 ] と の 間 に 電 波 干 渉 が 発生 し た 場合 に は 、 速 や 
か に この 機器 の 使用 チャ ン ネ ル を 変更 する か 、 NE k え る か 、 又 は 機 
器 の 運用 を 停止 (電波 の 発射 を 停止 / し て くだ さ 


健康 に 関す る 注意 

マウ ス や トラ ッ ク ボ ー ル 、 キ ー ボ ー ド を 長 時 間 操作 する と 、 手 や 腕 や 首 、 肩 な ど に 負 
担 が 掛か り 痛み や 痺れ を 感じ る こと が あり ます 。 そ の まま 操作 を 繰り 返し て いる と 、 
易 合 に よっ て は 深刻 な 障害 を 引き 起こ す 恐 れ が あり ます 。 マ ウス や キー ボー ド を 操 
作 中 に 身体 に 痛み や 痺れ を 感じ た ら 、 直 ち に 操作 を 中 止 し 、 場 合 に よっ て は 医師 に 
相談 し て くだ さい 。 ま た 日 常 の コン ピュ ー タ 操作 で は 定期 的 に 休憩 を 取り 、 手 や 腕 
や 首 、 肩 な ど 身 体 に 負担 が 掛か ら な いよ うに 心がけ て くだ さい 。 


@ 本 パッ ケー ジ に 含ま れる すべ て の も の に つい て 、 そ の 一 部 また は 全部 を 、 無 断 で 複製 、 
複写 する こと は で きま せん 。 

お客様 に お いて 、 本 製品 の 誤っ た 使用 に よる 事故 や 不利 益 に つい て 、 弊 社 は 一 切 の 責 
任 を 負い か ね ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

@ 林 製品 は 日 本 国内 向け 仕様 で す 。 国 外 に お ける アフ ター サポ ー ト は 行っ て お り ま せん 。 ま た 

国外 の 一 部 地域 へ の 持ち 出し は 「 戦 略 物資 等 輸出 規制 品 」 に 該当 する 場合 が あり ます 。 


保証 規定 


1) 保 証 期 間 内 に 正常 な 使用 状態 で ご 使用 の 場合 に 限り 品質 を 保証 し て お り ま す 。 万 一 
保証 期間 内 で 故障 が あり まし た 場合 は 、 で 
で 、 保 証書 を 製品 に 添え て お 買い 上 げ の 販売 店 まで お 持ち くだ さ 

ら ) 次 の よう な 場合 は 保証 期間 内 で も 有償 修理 に な り ま す 。 

Q) 保 証書 を ご 提示 いた だ け な い 場合 。 
(@ 所 定 の 項目 を ご 記入 いた だ け な い 場合 、 あ る い は 字句 を 書き 換え られ た 場合 。 
(3 故障 の 原因 が 取扱 い 上 の 不 注意 に よる 場合 

(4) 敢 障 の 原因 が お 客 様 に よる 輸送 移動 中 の 衝撃 に よる 場合 

⑮) 

(@ 


天変 地異 、 な ら び に 公害 や 異常 電圧 その 他 の 外部 要因 に よる 牙 障 及 び 損傷 の 場合 。 
) 譲 渡 や 中 古 販売 、 オ ー ク ショ ン 、 転 売 な ど で ご 購入 され た 場合 。 

3) お 客 様 ご 自身 に よる 改造 また は 修理 が あっ た と 判断 され た 場合 は 、 保 証 期間 内 で の 
修理 も お 受け いた し か ね ます 。 

4) 本 製品 の 故障 、 ま た は その 使用 に よっ て 生じ た 直接 、 間 接 の 損害 に つい て は 弊社 は 
その 責 を 負わ な いも の と し ます 。 

5) 本 製品 を 使用 中 に 発生 し た デー タ や プロ グラ ム の 消失 、 ま た は 破損 に つい て の 補償 
は いた し か ね ます 。 

6) 本 製品 は 医療 機器 、 原 子 力 設備 や 機器 、 航 空 宇宙 機器 、 輸 送 設備 や 機器 な どの 人 命 
に 関わ る 設備 や 機器 、 及 び 高 度 な 信頼 性 を 必要 と する 設備 や 機器 や シス テム な ど へ 
の 組み 込み や 使用 は 意図 され て お り ま せん 。 こ れ ら の 用 途 に 本 製品 を 使用 され 、 人 
身 事故 、 社 会 的 障害 な が ど が 生じ て も 弊社 は いか な る 責任 も 負い か ね ます 。 

7) 修 理 ご 依頼 品 を 郵送 、 ま た は ご 持参 され る 場合 の 諸費 用 は 、 お 客 様 の ご 負担 と な り 
ます 。 

8) 保 証書 は 再発 行い た し ませ ん の で 、 大 切 に 保管 し こく だ さい 

8) 保証 書 は 日 本 国内 に お いて の み 有 効 で す 。 


保証 書 サン ワサ プラ イ 株 式 会 社 
型番 400-MA134BK シリ アル ナン バー: 
お 客 様 ・ お 名 前 ・ ご 住所 ・TEL 


販売 店 名 ・ 住 所 ・TEL 


保証 期間 6 ヶ月 | お 買い 上 げ 年 月 日 年 月 日 


本 取扱 説明 書 の 内 容 は 、 予 告 な し に 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


サン ワサ プラ イ 株 式 会 社 


サン ワダ イレ クト / 〒700-0825 岡山 県 岡山 市 北 区 田町 1-10-1 TELJO86-223-5680 FAX.086-235-2381 
CB/AE/KSDaU 


